
ヤマハ発動機

― 生存競争の果てに ―

シナリオ

私はこの会社を長年保有している。

しかし正直に言うと、長い間この会社の正体がよく分からなかった。

二輪車メーカーと言われればそう見える。しかし船外機も作る。産業用ロボットも作る。無人ヘリもある。
金融事業まで持っている。

事業一覧を眺めると、一見脈絡がない。

しかしフィジカルAIという視点から改めて見直したとき、一つの疑問が浮かんだ。

「なぜこの会社は、こんな部門構成で現存しているのだろうか。」

そしてもう一つ。

「この部門構成なら、自律移動体（広義のドローン）を構成するほぼすべての要素技術が社内にそろっている
ではないか。」

一見脈絡のない事業群が、フィジカルAIという補助線を引いた瞬間、一つの姿へ収束して見えたのである。

普通の企業なら、採算の悪い事業や本業と関係の薄い事業は整理される。ところがヤマハ発動機は、多くの
事業を残したまま今日まで生き残っている。

社史をたどると、その理由は意外に単純だった。

この会社は、目の前にある技術を別の用途へ転用し、その性能を高めることを愚直に繰り返してきたのであ
る。

二輪車で培ったエンジン技術は船外機へ向かった。

制御技術は産業機械へ向かった。

無人ヘリは農業分野へ向かった。

その結果として生まれた事業群であり、最初から壮大な計画があったようには見えない。

むしろ「今ある武器で次にどこへ行けるか」を積み上げた結果に見える。

私は当初、この姿勢を単なる多角化だと思っていた。

しかし対話を重ねるうちに見方が変わった。
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これは多角化ではなく、生存戦略だったのではないか。

ヤマハ発動機は、自らを独立系中堅メーカーと位置付けている。

巨大企業グループの一員ではない。

トヨタやホンダと同じ土俵で真正面から戦うことはできない。

だから彼らは、大手が本気で来ない市場を探した。

そして、自社の技術と資金で勝負できる隣接領域へ少しずつ進出した。

派手さはない。

しかしその積み重ねが、現在の事業構造を作った。

私はこの会社を見ていると、巨大なティラノサウルスではなく、小さな哺乳類の祖先を連想する。

誰もいない場所を探し、生き残れる場所を探し続けた結果、気付けば多様な能力を身につけていたのであ
る。

そしてここからが面白い。

フィジカルAIという視点で眺めると、この一見脈絡のない事業群が突然意味を持ち始める。

陸上を移動する。

空を飛ぶ。

水上を進む。

工場内で作業する。

それらはすべて、自律移動体（広義のドローン）という共通項で結び付けることができる。

もちろん、ヤマハ発動機が最初からそれを狙っていたとは思わない。

しかし結果として同社は、自律移動体に必要な技術を数多く保有する企業になった。

しかも、それぞれの分野で世界有数の競争力を持っている。

ここで私は一つの仮説にたどり着いた。

ヤマハ発動機は、将来インフラ企業になるのではないか。

顧客が求めるのは、どの乗り物で運ばれるかではない。

いつ届くか。
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安全に届くか。

確実に動くか。

である。

そしてヤマハ発動機自身も、必ずしも自らを輸送機器メーカーとは定義していないように見える。

同社は企業目的として「感動創造企業」を掲げている。

一般的に考えれば、二輪車や船外機を主力とする企業であれば、「移動」や「モビリティ」を企業理念の中
心に据えても不思議ではない。

しかし同社はあえて「感動」という言葉を選んだ。

もちろん真意は経営陣にしか分からない。

ただ私は、この言葉の選択にヤマハ発動機らしさが表れているように思う。

もし企業の目的が移動手段そのものではなく、顧客の期待を超える価値の提供にあるなら、その手段は二輪
車でも船外機でも無人機でも構わない。

私はこの企業理念こそが、一見脈絡のない事業群を束ねる共通項ではないかと考えている。

もし陸海空を横断して移動体を統合できる世界が来るなら、ヤマハ発動機は輸送手段そのものではなく、社
会を支えるインフラ側へ近づいていく可能性がある。

この仮説が正しいかは分からない。

むしろ現時点では証拠不足と言うべきだろう。

しかし長年よく分からなかったこの会社を理解する補助線としては、非常にしっくり来る。

フィジカルAI時代においてヤマハ発動機が勝者になる保証はない。

だが私は、この会社が長年積み上げてきた生存戦略の先に、新しい可能性が生まれつつあるように見えてい
る。

第三者投資家の視点

シナリオ妥当性：55点

株主利益化可能性：65点

本章はフィジカルAI編の中でも最もロマンに満ちた仮説である。

魅力的ではあるが、現時点でそれを裏付ける証拠は十分ではない。

また、自律移動体市場が拡大したとしても、その利益をヤマハ発動機が獲得できる保証はない。
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特に本シナリオは、筆者自身の「インフラ愛バイアス」と「ヤマハ発動機ロマン枠」の影響を強く受けてい
る可能性がある。

本章は可能性の物語であり、現時点では事実の記述ではない。

むしろ投資家として注目すべきは、この仮説を裏付ける事実が今後積み上がるかどうかである。

今後の注目ポイント

無人ヘリ・ドローン事業の位置付けの変化
AI企業や防衛関連企業との提携動向
陸海空を横断する統合ソリューションの登場
自律移動体関連事業の売上・利益への寄与
「感動創造企業」という企業理念がどのような事業へ結実するか
インフラ企業化を示唆する新たなサービスモデルの出現

本章の仮説は魅力的である。しかし、魅力的であることと正しいことは同義ではない。

今後の事実によって検証されるべき投資仮説である。

• 
• 
• 
• 
• 
• 
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